
（別紙３）

～ 令和８年　2月　9日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 令和８年　２月　１３日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・放課後等デイ専門の職員の増員により出来るこ
とが増える

2

・長期休みを利用して法人内の放課後等デイサー
ビスとの交流を増やしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後、現在来ている児童向けの事業所への移転
も視野に入れて工夫をしながらその都度検討して
いく

2

・今後、現在来ている児童向けの事業所への移転
も視野に入れて工夫をしながらその都度検討して
いく

3

・法人内の他事業所との交流を増やしていく

○事業所名 ちゃいるどえっぐ元総社すくーる

○保護者評価実施期間 令和８年　１月　15日

○保護者評価有効回答数

・通路が狭い ・年々、児童も成長することで、バギーや車いすも
大きくなり広さも必要になってきた

令和８年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　１９日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・個々の対応が良くできる ・足が冷たい児童には足浴を行っている

・児未就学児との交流が持てる
・成長に合わせた関わりができる

・成長段階に合わせた始まりの会や療育を行う事が
出来る

現在、２名の利用児童のみなので、同年代との関り
が少なくなってしまっている

・新年度の放デイ利用者も増えるが、まだ少数なの
で手厚い関りは出来るが集団活動はなかなかできな
い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・多機能で構造が未就学児向きな造りになってい
る。

・開所当初と受け入れ児童の段階や設備が変更にな
り、問題点も出てきてしまっている

事業所における自己評価総括表公表
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